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開会 午後 １時２９分

◎開会・開議の宣告

〇委員長（齋藤雅文君） ご苦労さまです。ただいまの委員数は８名であります。定足数

に達しておりますので、直ちに予算審査特別委員会を開きます。

これより平成３１年度幌加内町各会計予算の審議を行いますが、審議に先立ちまして一

言ご挨拶を申し上げたいと思います。委員各位並びに説明員の皆様におかれましては、本

会議でお疲れのところご出席をいただき、厚くお礼を申し上げます。さきの本会議におい

て予算審査特別委員会が設置され、私が委員長としての重責を担うこととなりました。議

会は議会の立場で広く客観的に、町民の負託に応えられるよう政策の内容、費用対効果等、

十分に論議を重ねてまいりたいと思います。ただし、本会議の冒頭で町長の予算編成方針

にもありましたように、本定例会提出の予算は骨格予算となっておりますので、必要最低

限の予算になっておりますことを念頭にご審議をお願い申し上げます。

能率的かつ効果的な委員会運営がなされますよう委員各位のご理解と皆様のご協力をお

願いいたしまして、ご挨拶といたします。

◎議案第１３号～議案第１９号

〇委員長（齋藤雅文君） それでは、これから付託を受けました議案第１３号から議案第

１９号までの平成３１年度各会計予算の件を議題といたします。

審議に入る前に、特別委員会の運営方法について事務局より説明をさせます。

〇事務局長（加藤誠一君） （予算審査特別委員会運営方法朗読、記載省略）

〇委員長（齋藤雅文君） 以上で説明を終わります。

お諮りいたします。以上の審査方法により直ちに審査を行いたいと思います。これにご

異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） 異議なしと認め、そのように取り進めることにいたします。

暫時休憩いたします。

休憩 午後 １時３６分

再開 午後 １時３７分

〇委員長（齋藤雅文君） それでは、休憩を閉じて、これから審査に入ります。

説明員の皆様に申し上げます。今ほども説明がありましたように、新規の部分、昨年と

変わる部分を中心に説明を行っていただき、説明は簡潔明瞭にお願いいたします。

では、早速会議に入ります。

これから議案第１３号 平成３１年度幌加内町一般会計予算の説明及び質疑を行います。

歳出の１款議会費、２款総務費を一括して審査を行います。
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説明をお願いいたします。

総務課長。

〇総務課長（大野克彦君） それでは、１款、２款についてご説明いたします。

予算書の７２ページ、７３ページをお願いいたします。１款１項１目議会費、本年度３，

７６２万７，０００円、比較８万２，０００円の減となってございます。この目につきま

しては、３節、議員期末手当、これが昨年４．４月分でしたが、新年度につきましては４．

４５月分と０．０５月分増額、８万４，０００円の増額となってございます。この目につ

いては以上でございます。

次のページをお願いいたします。２款１項１目一般管理費、本年度６，７１０万４，０

００円、比較１１２万３，０００円の減額となってございます。４節共済費、社会保険料

で前年より１４２万６，０００円の増額となってございますけれども、ここにつきまして

は、定年後の方２名の再任用を予定しているのと、大山医師分が社会保険料となるため、

増額となってございます。このページについては以上でございます。次のページをお願い

いたします。１８節備品購入費で昨年より３４８万７，０００円の減額となってございま

す。これにつきましては、昨年ＡＥＤ７台分があったため、今年は減額となってございま

す。この目については以上でございます。

次のページをお願いいたします。３目文書広報費、本年度２４８万３，０００円、２０

万円の増額となってございます。増額の要因といたしましては、１１節、広報印刷費で２

１万６，０００円の増額となってございます。これにつきましては、３年に１度各戸に配

布します広報を綴じるファイルをつくるため、増額となってございます。この目は以上で

ございます。

４目財政管理事務運営費、本年度２，０５５万６，０００円、比較で６０４万円の増額

であります。この目につきましては、ふるさと納税の返礼品等にかかわる経費を計上して

ございますけれども、ふるさと納税の支出については３，０００万円を見込み、経費を計

上してございます。次のページをお願いいたします。謝礼品のふるさと納税謝品といたし

まして、予算上は５０％ということで１，５００万円の計上をしているところでございま

す。この目については以上でございます。

５目財産管理費、本年度２，６５９万８，０００円、１６万４，０００円の減額となっ

てございます。ここにつきましては、総務課管理の施設、町有地の維持管理費、それから

役場全体の建物、それから車両の保険の代金を計上してございます。主な変更点につきま

しては、１１節、特別修繕料で１３２万９，０００円計上してございますけれども、今年

につきましては添牛内賃貸住宅２棟３戸、沼牛賃貸住宅３棟３戸の屋根塗装の経費となっ

てございます。それから、下ほどの１８節備品購入費では、公用車購入費といたしまして

建設課の公用車１台分を計上しているところでございます。この目については以上でござ

います。

続きまして、８２ページ、８３ページをお願いいたします。６目基金積立金、３，６７
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６万８，０００円、３，０５２万１，０００円の増額であります。増額につきましては、

基金積立金の一番下にあります、そば産地活性化振興基金で３，４００万円の増額となっ

てございます。これにつきましては、基金を創設し、計画的に積み立てしておりますけれ

ども、過疎債のソフト分を財源とし、積み立てるものでございます。

続きまして、７目支所及び出張所費、本年度２５１万５，０００円、比較３０万９，０

００円の増額であります。主なものといたしましては、１８節備品購入費、庁舎備品購入

費でシュレッダー１台を更新するための経費１７万３，０００円が増額となってございま

す。

次のページをお願いいたします。９目地域振興費、本年度３，７５０万６，０００円、

比較５５万５，０００円の増額となってございます。この目につきましては総務課のほか、

地域振興室、住民課もありますが、総務課関係分につきましては自治区、簡易郵便局に関

わるものですが、これらにつきましては前年同額となっておりますので、省略させていた

だきます。

下の１０目地域情報通信費、本年度２，５４２万５，０００円、７，０８１万８，００

０円の減額であります。次のページをお願いいたします。概要説明でもありましたけれど

も、前年度はＩＰ端末機の更新委託料といたしまして８，１１３万円があったため、この

分が減となったことが主な要因となってございます。あと、新規なものといたしましては、

１４節、クラウド・アプリ利用料といたしまして７９９万４，０００円の増額が新規とな

ってございます。これにつきましては、新たに更新しましたＩＰに関わる利用料となって

ございます。この目については以上でございます。

１１目総合行政情報システム費、本年度５，０３０万４，０００円、４５６万９，００

０円の減額となってございます。ここにつきましては、概要説明の負担行為で申し上げま

したけれども、職員が使用しております業務用のパソコン、サーバー、それからシステム

類が２６年度に購入し、５年が経過、またウィンドウズ７が使用不可となることから、３

１年で更新を予定しているものでございます。現在のところ１１０台のパソコン、それか

らサーバー４台等を更新する予定となってございます。それから、概要説明でこの購入に

あたっては北海道市町村備荒資金組合の資金を借りて購入するというようなことでご説明

いたしましたけれども、その部分について若干ご説明させていただきます。まず、市町村

備荒資金組合につきましては、昭和３０年に設立されまして、北海道の全ての市町村が参

加している組織でございます。目的といたしましては、災害に備えるための資金の積み立

て、またその積み立てした資金運営管理を行うためということで昭和３０年に設立された

ものでございます。その中の事業といたしましては、災害時のときに積み立てたお金を取

り崩して災害復旧に使うもの、それから災害時の貸付資金です。災害救助法の適用になっ

た市町村については、貸し付けが行えるというような事業があります。そのほかにも、車

両譲渡事業、これについては備荒資金組合が一度車両を購入して、それを市町村が譲り受

けるというような事業、それからもう一つ、防災資機材譲渡事業、これも防災に関わる備
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品ですとか、それから今回購入いたしますパソコン、これらも対象事業となってございま

す。事業の流れといたしましては、備荒資金組合の方で一度買い入れして、それを市町村

が譲り受けて市町村が使用するというような形になります。譲り受けるに当たっては、５

年間分割して払っていくというような事業となってございます。今回この事業を本町は利

用することといたしまして、今のところ予算段階ですけれども、総額では大体５，８１９

万円程度のパソコン購入代と考えているところでございます。これを一度備荒資金組合の

方で購入していただいて、そこから市町村に譲り受けて、その代金を５年間かけて支払っ

ていくというような仕組みになってございます。５年間支払うという約束事になりますの

で、債務負担行為を設定するというような形で進めたいと考えているところでございます。

この目にはないですけれども、各小中学校のパソコンも同様な流れで進めたいと考えてい

るところでございます。そのほか、この目では１３節委託料で個別業務システム改良業務

委託料、これについては人事、給与、それから税システムを新たに改良するというような

ことで３５９万２，０００円の増額となっているところでございます。この目については

以上でございます。

続いて、９０ページ、９１ページをお願いいたします。２項１目税務総務費、本年度２

９６万２，０００円、１３１万円の増額となってございます。これにつきましては、１３

節委託料で固定資産税標準宅地鑑定評価業務委託料、ここで１１８万６，０００円の増額

となってございます。平成３３年度に評価替えがありますので、それの事前準備のため、

不動産鑑定士に依頼する経費となってございます。

次のページをお願いいたします。４項１目選挙管理委員会費、本年度３９万２，０００

円、８万７，０００円の減額です。この目は特にございません。

２目知事、道議会議員選挙費、３１０万６，０００円、２５万７，０００円の増額であ

ります。これにつきましては、４月７日執行予定の選挙経費となってございます。歳入に

つきましても、道委託金で２６７万５，０００円の収入を見ているところでございます。

支出については特にございません。

次のページをお願いいたします。３目町長、町議会議員選挙費、本年度５２２万８，０

００円、同額の皆増となってございます。これにつきましても４月２１日執行予定の選挙

経費となってございます。そのほか特にございません。

次のページをお願いいたします。９６ページ、９７ページをお願いいたします。４目参

議院議員選挙費、本年度５３６万３，０００円、皆増となってございます。これにつきま

しては、現在のところ７月執行予定の参議院の執行経費となってございます。歳入につき

ましては、国からの委託金といたしまして３５０万円を見ているところでございます。そ

のほかこの目についても特にございません。

次のページをお願いいたします。５項１目諸統計調査費、本年度９０万９，０００円、

７５万２，０００円の増額であります。本年度につきましては、経済センサス、農業セン

サスの実施により経費の増額となってございます。主なものといたしましては、１節、調
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査員報酬で５７万３，０００円の増、それから７節、臨時雇い賃金で６万８，０００円の

増、これが主な内容となってございます。

続きまして、６項１目監査委員費、１２４万１，０００円、前年同額となってございま

す。この目は特にありません。

以上で１款、２款の説明を終わらせていただきます。

〇委員長（齋藤雅文君） これから質疑に入ります。

委員各位に申し上げます。質疑は簡潔明瞭に、また一問一答となるようお願いいたしま

す。

それでは、事項別明細書７２ページから質疑を受けます。７２ページ、７３ページにつ

いて質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） ７４ページ、７５ページについて質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） ７６ページ、７７ページについて質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） ７８ページ、７９ページについて質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） ８０ページ、８１ページについて質疑ありませんか。

中川委員。

〇３番（中川秀雄君） ふるさと納税返礼品の予算計上でありますけれども、今年という

か、来年度からふるさと納税の制度にのれる自治体も例えば返礼品は３割程度、あるいは

返礼品については地場産品に限るとするというような上のお達しがあったと思うのですけ

れども、それで今まではたしか４割としていたと思うのですが、そういう国の方からの変

更に伴う予算措置なのでしょうか。

〇委員長（齋藤雅文君） 総務課長。

〇総務課長（大野克彦君） 中川委員言われるように、国からは地場品を使って３割以下

というふうに、それは言われておりまして、その旨実施する予定であります。先ほど返礼

品については５割程度で見ているというのは、３０％プラス送料とかもかかるので、その

部分も含めた形でいいますと、品物自体は３割ですけれども、それプラス送料がかかると

いうようなことで、ちょっと多目でありますけれども、５割として返礼品は見ているとい

うことでございます。

〇委員長（齋藤雅文君） 中川委員。

〇３番（中川秀雄君） それで、返礼品が基本的に３割ということでありますと、今まで

より、例えば１万円寄附いただいたら４，０００円の物が３，０００円になるわけですか

ら、物によっては新たな返礼品の用意といいますか、開発をしなければならぬ面もあると

思うのですけれども、その辺はどのように考えているのでしょうか。
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〇委員長（齋藤雅文君） 総務課長。

〇総務課長（大野克彦君） 簡単に言いましたら今まで４割だったのが３割になったとい

うことで、品物としては簡単に言ったら少なくなるというようなことでありますし、若干

ですけれども、品物を提供していただく方にご協力いただいて売りの値段を下げてもらう

というようなことも経過的にはやったことがあるのですけれども、これからにつきまして

は基本的には３割というようなことで、それが業者の方で負担いただく場合もありますし、

できない場合は品物が減るというようなことで対応していきたいと考えています。

〇委員長（齋藤雅文君） ほかに８０ページ、８１ページについて質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） ８２ページ、８３ページについて質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） ８４ページ、８５ページについて質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） ８６ページ、８７ページについて質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） ９０ページ、９１ページについて質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） ９２ページ、９３ページについて質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） ９４ページ、９５ページについて質疑を受けます。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） ９６ページ、９７ページ、質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） ９８ページ、９９ページについて質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） １款、２款全般について質疑を受けます。質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） これで１款、２款の質疑を終わらせていただきます。

それでは次に、９款消防費の説明をお願いいたします。

総務課長。

〇総務課長（大野克彦君） それでは、１５２ページ、１５３ページをお願いいたします。

９款１項１目消防総務費、本年度１億５，００５万７，０００円、比較で５６４万３，０

００円の減額でございます。１９節、深川地区消防組合負担金で減額となってございます

けれども、これにつきましては前年度サイレン塔の撤去工事３３０万４，０００円、それ

から空気ボンベ、呼吸器等の購入で３５４万円があったのが減ったため、減となっている

ものでございます。
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２目災害対策費、本年度４４４万１，０００円、２９７万３，０００円の減であります

が、ここにつきましてハザードマップの作委託料で減額、２３０万２，０００円、それか

らＪアラートの機械更新で３２６万２，０００円が減となったことが大きなものとなって

ございます。また、新たなものといたしましては、１節、地域防災アドバイザー報酬で６

万８，０００円の増でありますけれども、防災計画等の見直しを図るときにアドバイザー

にご協力をいただくため、新規としたものでございます。あと、１５節工事請負費におき

まして、幌加内老人福祉寮給水管新設工事、次の保健福祉総合センター水道直圧切り替え

工事につきましては、昨年の停電のときに使用が止まったというようなことがありまして、

それらを改善するために工事するものでございます。

９款については以上でございます。

〇委員長（齋藤雅文君） それでは、説明が終わりましたので、１５２ページから質疑を

受けます。１５２ページ、１５３ページについて質疑ありませんか。９款の質疑を受けま

すが、質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） ９款の質疑を終わらせていただきます。

次に、１２款公債費、１３款諸支出金、１４款職員費、１５款予備費を一括して審査を

行います。

説明を願います。

総務課長。

〇総務課長（大野克彦君） それでは、１８４ページ、１８５ページをお願いいたします。

１２款１項１目元金、本年度５億１，８３７万円、比較１億８５６万４，０００円の増額

でございます。これにつきましては、概要説明でも申し上げましたけれども、２７年度に

借り入れした診療所テルケアの整備に関わる過疎債の元金が開始されたため、増額となっ

てございます。

２目利子、本年度１，８７３万６，０００円、８３７万５，０００円の減額でございま

す。ここについては特にございません。

次のページをお願いいたします。１３款１項１目土地取得費、本年度１００万円、増減

ありません。この目についても特にございません。

次のページお願いいたします。１４款１項１目職員給与費、本年度６億２，２５７万６，

０００円、比較３，００３万６，０００円の減額でございます。ここにつきましては、２

節、特別職給料で副町長の給料が一月分減額、５８万円の減額となってございます。それ

以外、職員関係につきましては１９３ページを見ていただきたいと思います。１９３ペー

ジにそれぞれ職員給与の内訳の増減が載ってございます。給料といたしましては、前年比

１，３６１万４，０００円の減、手当で１，２５９万６，０００円の減、共済費等で５９

２万２，０００円の減となってございます。これら給料、手当の増減の内訳につきまして

は、次のページ、１９４ページをご覧いただきたいと思います。給料につきましては、そ
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れぞれ給与改定に伴う増額分といたしまして３２８万４，０００円となってございます。

これにつきましては、ベースアップに関わる増額となってございます。そのほか、昇格、

昇給に係る増額分といたしまして１８３万１，０００円となってございます。その他の増

減分といたしましては、退職による減３，９０７万６，０００円、それから採用による増

２，０３４万７，０００円となってございます。退職については８名、採用については４

名ということでカウントされているところでございます。職員の全体の人数といたしまし

ては、前年度は７４人分でありましたけれども、今年度については７０人分と計上してい

るところでございます。また、そのほかに再任用職員２名、それから任期つき職員の短時

間での採用１名分を見ているところでございます。職員手当につきましては、それぞれ期

末手当の改正に伴う増額分といたしまして１２０万４，０００円となってございます。前

年より０．０５月分期末、勤勉手当が増額となっているところでございます。その他の増

減分については、それぞれ人数等が変更がありましたので、増減をさせておりますけれど

も、全体といたしまして１，３８０万円の減となっているところでございます。職員費の

説明については以上でございます。

元に戻っていただきまして、１９０ページ、１９１ページお願いいたします。１５款１

項１目予備費、本年度５００万円、増減ございません。この目につきましても特にござい

ません。

以上で説明を終わります。

〇委員長（齋藤雅文君） 説明が終わりましたので、事項別明細書１８４ページから質疑

を受けます。１８４ページ、１８５ページについて質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） １８６ページ、１８７ページについて質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） １８８ページ、１８９ページについて質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） １９０ページ、１９１ページについて質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） １２款から１５款全般について質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） １２款から１５款までに関する質疑を終わらせていただきます。

以上で総務課所管の質疑を終了いたします。

暫時休憩いたします。

休憩 午後 ２時０９分

再開 午後 ２時１３分
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〇委員長（齋藤雅文君） それでは、休憩を閉じて審査を続けます。

地域振興室所管の２款総務費の説明をお願いいたします。

地域振興室長。

〇地域振興室長（山本久稔君） それでは、地域振興室所管分の説明を申し上げます。ペ

ージにしますと７６ページ、７７ページになります。

７６ページ、７７ページをお願いします。２款１項２目企画費になります。本年度予算

４，０５９万６，０００円、前年比マイナス２，０８９万３，０００円となります。この

減額の主な要因としましては、民間賃貸住宅の補助金がマイナス２，０００万円、夢・人

・郷づくり補助金がマイナス２０万円となってございます。それでは、節の方に参りたい

と思います。７７ページになります。まず、１節報酬です。１０万４，０００円の予算額

になっております。ここに５件ほど各委員報酬がございます。説明については特にござい

ません。次、９節旅費６１万６，０００円でございます。これにつきましても、費用弁償、

普通旅費、特別旅費ありますけれども、特段説明するものではありません。次に、１１節

需用費１３１万７，０００円になります。ここにある経費につきましては、お試し住宅及

びほろみん号の運行に係る経費が入ってございます。細節、消耗品以下についての説明は

特にございません。次のページお願いいたします。７９ページになりますが、１２節役務

費１万５，０００円でございます。洗濯料１万５，０００円、全部お試し住宅に係る経費

でございます。１３節委託料３，５６３万６，０００円でございます。ＪＲ跡地地積測量

業務委託料３，０００万円でございます。これにつきましては、深名線跡地の用地処理を

平成２８年から行ってございます。来年度３１年度で一応事業終了という見込みで実施し

たいということでございます。次、お試し住宅管理業務委託料３８万円につきましては、

入居前後の清掃、あと周りの草刈り、屋根雪の除雪等の経費でございます。次の除雪業務

委託料１０万円でございますが、これもお試し住宅に係る経費でございます。ほろみん号

運行業務委託料５１５万６，０００円でございますが、士別ハイヤーに運行委託を頼んで

いる分の経費でございます。続きまして、１４節使用料及び賃借料でございます。１０５

万円であります。車借り上げ料、ほろみん号のリース１０４万７，０００円でございます。

国有地借り上げ料３，０００円でございますが、これにつきましては雨竜川第３鉄橋、ポ

ンコタンにあるところです。あれの地先の国有林の土地を借りておりますので、この経費

となってございます。１９節負担金、補助及び交付金１８５万８，０００円でございます。

上の全国山村振興連盟負担金４万５，０００円から下から４つ目の全国積雪寒冷地帯振興

協議会負担金２，０００円までの１３件につきましては、特に説明するものはありません。

下から３つ目になります。企業立地促進補助金でございます。これにつきましては、平成

２４年度に発生しました利子補給１件がありまして、これが２万円ということになってお

ります。平成３１年度で終了を迎えます。夢・人・郷づくり事業補助金１００万円につき

ましては、実績に伴いまして２０万円の減額としております。諸会議負担金３万円につい

ては特にございません。この目につきまして、お試し住宅に係る経費総額として７１万円、
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ほろみん号の総額につきましては７２１万５，０００円ということになってございます。

ほろみん号の７２１万５，０００円の財源でございますけれども、後ほど歳入で出てきま

すけれども、道の補助金、地域づくり総合交付金、これが３５０万円、そのほか使用料及

び券の販売、これで１０４万円を財源として見ておりまして、この財源の合計が４５４万

円ということになっております。残りの２６７万５，０００円については、一般財源から

補填するということでございます。２目企画費については以上です。

続きまして、次のページお願いいたします。８０ページ、８１ページの２款１項５目財

産管理費になりますが、この中に地域振興室所管の公用車１台が入っております。その分

だけ説明させていただきます。１１節需用費になります。地域振興室の管轄の公用車１台

ということで、平成３０年７月、昨年の７月です。このときに納車しております。このう

ち、消耗品８５万３，０００円のうち１万円、燃料費２６５万１，０００円のうち２１万

５，０００円、修繕料１９６万７，０００円のうち３万円、地域振興室分としまして２５

万５，０００円の経費をここに計上してございます。５目、以上とさせていただきます。

続きまして、８８ページ、８９ページお願いいたします。２款１項１３目地方創生事業

費になります。本年度予算３，４６８万４，０００円、前年比較がマイナス８３５万６，

０００円でございます。そばの里大使とそばの里アドバイザーの講師謝礼としましてマイ

ナス２６０万円、あとアンテナショップ、共同販売拠点の出展料としましてマイナス５６

３万４，０００円、地方創生運営事業費としてマイナス１００万円、このあたりが減額の

主な要因となってございます。節の方に参りたいと思います。８９ページになりますが、

まず１節報酬でございます。１５万３，０００円につきましては、３件あります。特に説

明することはありません。７節賃金１，８６２万円でございます。臨時雇い賃金としまし

て１，８６２万円、これにつきましては地域おこし協力隊８名分を予算計上してございま

す。この８名分の賃金ということでございます。８節報償費７９万６，０００円でござい

ます。物産品宣伝費２５万６，０００円、臨時職員年末報償金５４万円でございますが、

この年末報償金につきましては、地域おこし協力隊のうち、技術センター３名分の報償金

として５４万円計上してございます。９節旅費２１１万７，０００円でございます。これ

につきましては、費用弁償９万３，０００円ですが、これは１節に係る経費の費用弁償と

地域おこし協力隊の通勤旅費８万５，０００円が入ってございます。普通旅費１７４万円

でございますが、職員分が１２万８，０００円、地域おこし協力隊分が１６１万２，００

０円でございます。特別旅費につきましては、職員分が１３万４，０００円、地域おこし

協力隊が１５万円、これにつきましては地域おこし協力隊の募集に係る旅費ということで

１５万円見てございます。１１節需用費１６９万５，０００円でございます。この１６９

万５，０００円のうちの１６５万円、これが地域おこし協力隊に係る経費ということでご

ざいます。消耗品以下、説明は特にございません。１２節役務費１１５万５，０００円で

ございます。広告料１１０万円になりますが、これにつきましては地域おこし協力隊の募

集に係る経費の広告料として計上してございます。洗濯料５万５，０００円については、
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ほんろみん着ぐるみの洗濯料となってございます。１３節委託料２０万円、これにつきま

しては地域おこし協力隊の活動業務委託料ということでございます。これにつきましては、

北海道のふるさと回帰センターの方では隊員の活動サポート、または起業と自立のサポー

ト事業というのを行っております。これの経費として計上してございます。次のページお

願いいたします。９０ページ、９１ページになります。１４節使用料及び賃借料になりま

す。６１２万９，０００円でございます。車借り上げ料２７８万円ですが、地域おこし協

力隊のリース代としまして３台分です。これの予算でございます。駐車場使用料３万４，

０００円、全て地域おこし協力隊分です。借家料３３１万５，０００円、これにつきまし

ても地域おこし協力隊７名分の借家料となってございます。１８節備品購入費３５１万６，

０００円、全て地域おこし協力隊の備品購入としまして、主に入居時の備品購入として計

上してございます。１９節負担金、補助及び交付金３０万３，０００円でございます。そ

ば普及助成事業補助金１０万５，０００円です。７月３１日に行っています「そばの日」

の事業の予算でございます。諸会議負担金１９万８，０００円ですが、これについては特

にございません。地域おこし協力隊につきましては、８名分として予算計上してございま

す。この８名分の合計としまして３，３７７万７，０００円ということでございます。こ

の財源ですけれども、特別交付税の措置が１人当たり４００万円ということでございます。

そのほかに募集に係る活動費が２００万円ということでございまして、ほぼ特別交付税の

対象となり得るものということで予算措置をしてございます。

２款、以上です。

〇委員長（齋藤雅文君） 説明が終わりました。

それでは、７６ページに戻ってください。それでは、事項別明細書７６ページ、７７ペ

ージについて質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） ７８ページ、７９ページについて質疑ありませんか。

中川委員。

〇３番（中川秀雄君） 地域おこし協力隊について前段の勉強会でも若干聞いたのですけ

れども、８名分ということで１，８００万円ほどとっておりますが、このうち既に着任さ

れている方々が何名で、どの部署にいて、これからの募集予定もあると言っておりました

けれども、それが何人で、どの部署を予定しているのかお伺いします。

〇委員長（齋藤雅文君） 地域振興室長。

〇地域振興室長（山本久稔君） 地域おこし協力隊の内訳かと思います。

８名分ということで、まず地域振興室所管のそば振興としましてそばの活性化協議会の

方に出向しておりますけれども、この方が１名ということで、既に在籍してございます。

次に、保健福祉課の所管としまして社会福祉協議会の方に１名ということで、この方も既

に在籍してございます。ほかの６名につきましては産業課所管分ということになりますけ

れども、この６名のうち、観光協会１名、公社２名、技術センター３名という内訳でござ
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います。そのうち公社２名につきましては、既に働いてもらっているという状況でござい

まして、観光協会及び技術センターについては今募集中ということでございます。

以上です。

〇委員長（齋藤雅文君） ほかに７８ページ、７９ページについて質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） ８０ページ、８１ページについて質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） 少し飛びます。８８ページ、８９ページについて質疑ありませ

んか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） ９０ページ、９１ページ、質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） ２款の全体について質疑を申し受けます。２款全体について質

疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） これで２款の質疑を終わらせていただきます。

では次に、６款農林水産業費の説明をお願いいたします。

地域振興室長。

〇地域振興室長（山本久稔君） それでは、引き続き６款の方に参りたいと思います。

１２８ページ、１２９ページお願いします。１２８ページになります。６款１項３目農

業振興費の中に地域振興室分ということでございます。１２９ページの方に参りまして、

１９節負担金、補助及び交付金ということでございます。このうちの上から３つ、町開発

促進期成会負担金３１万円、全国麺類文化地域間交流推進協議会負担金１０万円、社団法

人日本蕎麦協会年会費５万円、この３つに加えまして、１９節の一番下になります。そば

活性化協議会助成金８１万円、この４件になります。例年同様でございますので、説明は

特にございません。

６款、以上です。

〇委員長（齋藤雅文君） 説明が終わりました。

それでは、事項別明細書１２８ページ、１２９ページについて質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） ６款全体にかかわりますが、質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） 質疑を終わらせていただきます。

それでは次に、７款商工費の説明をお願いいたします。

地域振興室長。

〇地域振興室長（山本久稔君） それでは、７款に参ります。
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１４２ページ、１４３ページお願いします。１４２ページ、７款１項２目観光費の中で

ございます。１４３ページになります。１９節負担金、補助及び交付金の中で１件ござい

ます。下から３つ目のイベント協賛交付金４２０万円でございますが、この中に新そば祭

りの補助金としまして３６０万円、また幌加内町のフォトコンテストの経費として３０万

円、合わせて３９０万円になりますが、これを見てございます。

７款、以上です。

〇委員長（齋藤雅文君） それでは、説明終わりましたので、１４２ページ、１４３ペー

ジについて質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） これをもちまして７款の質疑を終わらせていただきます。

これをもちまして地域振興室所管の質疑を終了させていただきます。

暫時休憩いたします。

休憩 午後 ２時３１分

再開 午後 ２時４１分

〇委員長（齋藤雅文君） それでは、休憩を閉じて審査を続けます。

住民課所管の２款総務費、３款民生費の一括説明をお願いいたします。

住民課長。

〇住民課長（竹谷浩昌君） それでは、２款１項５目、８０ページお開きください。２款

１項５目財産管理費になります。財産管理費につきましては、住民課以外の予算も含まれ

ておりますので、住民課関係分についてご説明いたします。住民課分の予算総額、本年度

２１７万円、前年比１２５万５，０００円の増となっております。１１節需用費の一番下

段になりますが、特別修繕料１３２万９，０００円でありますけれども、これにつきまし

ては町有賃貸住宅屋根塗装で添牛内の賃貸住宅２棟３戸、６２万６，４００円、それから

沼牛賃貸住宅３棟３戸、７０万２，０００円の内訳となっております。これについては、

前回２２年に実施して、また継続でやるということになっております。この目につきまし

ては以上でございます。

次に、８４ページをお開きください。９目地域振興費でございます。この目につきまし

ても住民課関係以外の予算が含まれておりまして、住民課関係分の予算総額になりますけ

れども、本年度１，７６９万９，０００円、前年比５９万２，０００円の増となっており

ます。１４節使用料及び賃借料の２段目、路線バス回数券３３０万円でありますが、これ

につきましては本年３１年３月、今月ですけれども、路線バス利用促進に係る助成要綱、

これに基づいて助成をしておりますけれども、この５年間の助成期限がやってまいります。

しかし、ＪＲの利用促進、それから地域住民の交通手段の確保等、また住民の負担軽減を

図ることから、この助成期限をさらに５年間延長することといたしまして、本年度につき
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ましては一昨年の９月からのシルバーのお出かけパスの廃止に伴いまして販売数量も増加

していることから、１，１００冊増の３，３００冊分を予算計上したところでございます。

次に、１９節負担金、補助及び交付金の上から２段目、冬期生活除雪支援事業補助金９４

０万円でありますけれども、これにつきましては昨年度と同額の個人の上限額４０万円を

２０件、それから委託に係る上限額７０万円を２件分見込みまして予算を計上したところ

でございます。ここ数年大雪の影響もありまして需要は伸びておりますけれども、当初で

はこの予算を計上させていただきまして、予算不足が生じた場合につきましては補正予算

で適宜対応していきたいと考えておりますので、ご理解をいただきたいと存じます。次に、

一番下段になりますが、路線バス定期券購入助成金１１９万８，０００円でありますけれ

ども、これにつきましては今ほど路線バスの利用促進に係る助成要綱の関係で申しました

けれども、これに基づいて助成しております。本年度につきましては、深川方面２２名、

名寄方面がなしということで予算を計上したところでございます。この目につきましては

以上でございます。

次に、８８ページをお願いいたします。１２目交通安全対策費、予算額２３５万２，０

００円、前年比６５万８，０００円の減であります。１５節工事請負費で交通安全施設整

備費１００万円でありますけれども、これは毎年計上しておりますが、道路の区画線工事

で、本年度も実施することとで予算を計上したところでございます。次に、１９節負担金、

補助及び交付金の下から２段目、チャイルドシート等購入費助成金１０万円でありますが、

これにつきましても本年３月でこの助成の要綱が５年間の助成期限となりますけれども、

今回継続するということで、幼児の交通安全対策、それから子育て支援という観点から５

年間延長することといたしました。本年につきましては、昨年度同額の上限額２万円にな

っておりますが、５件分を計上したところでございます。この目につきましては以上とな

ります。

次に、９２ページをお願いいたします。３項１目戸籍住民登録費、予算額４０万円、前

年比８，０００円の増となっております。この目については特に説明はございません。

以上で２款の説明を終わりまして、次に３款の説明に入りますので、１００ページをお

開きいただきたいと思います。３款１項１目社会福祉総務費、このうち住民課関係分でご

ざいます。住民課分の予算総額１，７７９万５，０００円、前年比３５万５，０００円の

増となっております。１９節負担金、補助及び交付金の中ほどになりますが、防犯灯設置

費補助金６３万９，０００円、前年比７４万９，０００円の減となっております。本年度

につきましては、４自治区に対しまして新規１基、それから更新２１基分を予算計上して

おります。補助率については、８割補助ということになっております。このページは特に

ございませんので、次のページをお開きください。２８節、国民健康保険特別会計繰出金

１，５００万１，０００円でありますが、これにつきましては事務費６４３万８，０００

円、保険基盤安定軽減分でございますが、４０８万円、保険基盤安定支援分でございます

が、２２１万円、財政安定化支援事業４０万１，０００円、出産育児一時金２８万円、そ
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れから短期人間ドック補助金１００万円、単独事業費の関係で５９万２，０００円の内訳

となっているところでございます。この目については以上であります。

次に、１０６ページをお願いいたします。４目国民年金費、予算額１万円、前年比５，

０００円の減となっております。この目については特に説明はございません。

次に、５目医療給付費、予算額１，０１７万８，０００円、前年比２４４万９，０００

円の増となっております。２０節扶助費、重度心身障害者医療費５５４万４，０００円で

ありますけれども、これにつきましては昨年９月までの実績をもとに予算計上しておりま

して、前年比２１１万２，０００円の増となったところでございます。次のひとり親家庭

等医療費４６万円につきましても９月までの実績、これをもとに前年同額としたところで

ございます。次の乳幼児等医療費でございます。３８７万４，０００円につきましても昨

年９月までの実績、これらをもとに前年比４４万８，０００円の増として予算を計上した

ところでございます。この目については説明は以上となります。

次に、６目後期高齢者医療費、予算額３，５７１万５，０００円、前年比２５１万８，

０００円の減となっております。１９節、療養給付費負担金２，４２７万８，０００円で

ありますが、前年比１６２万１，０００円の減となっております。これにつきましては、

後期高齢者への給付見込みの１２分の１、これを一般会計で負担するものでございますの

で、広域連合から通知された額を予算計上したところでございます。次の２８節、後期高

齢者医療特別会計繰出金１，１４３万７，０００円でありますけれども、前年比８９万７，

０００円の減となっております。この内訳につきましては、事務費で２２万６，０００円、

健診事業分で４７万９，０００円、後期高齢者医療広域連合事務費分で１７３万４，００

０円、保険基盤安定分で８９９万８，０００円の内訳となっております。

以上で２款、３款の説明を終わらせていただきます。よろしくお願いいたします。

〇委員長（齋藤雅文君） 説明が終わりました。

事項別明細書８０ページに戻ってください。８０ページ、８１ページについて質疑あり

ませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） ８４ページ、８５ページ、質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） ８８ページ、８９ページ、質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） ９２ページ、９３ページについて質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） １００ページ、１０１ページについて質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） １０２ページ、１０３ページ、質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）
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〇委員長（齋藤雅文君） １０６ページ、１０７ページ、質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） ２款、３款全般について質疑を受けます。全般について質疑あ

りませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） これで２款、３款の質疑を終わらせていただきます。

次に、４款衛生費の説明をお願いいたします。

住民課長。

〇住民課長（竹谷浩昌君） それでは、衛生費の４款１項４目診療所費、１１６ページを

お開きください。４目診療所費、このうち住民課の関係分についてご説明を申し上げます。

住民課分の予算総額、本年度８７万２，０００円、前年比７万４，０００円の増となって

おります。この目につきましては、患者輸送車、いわゆる住民バスの経費を予算計上して

おります。その他説明は特にございません。

次に、５目の説明いたしますので、１１８ページをお願いいたします。５目環境衛生費、

予算額８１４万６，０００円、前年比８９万２，０００円の増であります。次のページ、

１２０ページをお開きください。１９節の２段目、不良空き建築物等撤去促進事業補助金

２５０万円でありますけれども、これは補助金の財源として社会資本整備総合交付金を受

けておりますが、道の指導に基づきまして、今までありました廃屋撤去促進事業補助金の

交付要綱、これを不良空き建築物等撤去促進事業補助金交付規則に３０年度から変えてお

ります。昨年度の予算の編成のときには名称が変更できず、今回３１年度から補助金の名

称を予算書では変更させていただいております。補助金の名称は改めておりますけれども、

補助金の内容等については今までの廃屋撤去促進事業補助金と同様になっております。平

成３０年度は、２９年度からの大雪の影響もございまして１３件の補助実績となっており

ます。本年度につきましては、例年同様に５件分、５０万円の５件分になりますけれども、

２５０万円を予算計上したところでございます。新年度明けまして要望を取りまとめます

けれども、要望の関係で予算不足、これが生じた場合につきましては適宜補正予算にて対

応していきたいと考えておりますので、よろしくお願いいたしたいと思います。この目の

説明については以上でございます。

次に、２項１目塵芥処理費、予算額９，４５７万１，０００円、前年比２，６９１万１，

０００円の増となっております。１３節委託料の１段目、一般廃棄物処理基本計画作成委

託料２２万円でありますけれども、これにつきましては平成２７年度に策定をしておりま

すけれども、この計画の中に生活排水処理基本計画という項目がございます。ご案内のと

おり、平成３２年度から本町のし尿処理、北空知衛生センターから士別市の方へ移管する

ということに伴いまして、これらの一部変更を行わなければなりません。その業務委託料

となっております。次のページをお開きください。１３節委託料の上から４段目になりま

すが、最終処分場地質調査業務委託料５６５万４，０００円、次の同じく処分場の埋立地
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造成工事実施設計業務委託料２，６３８万９，０００円、それから浸出水処理施設建築工

事実施設計業務委託料５８３万円、次の最終処分場設置届け出等作成業務委託料８２８万

３，０００円、それから次の工事請負費で最終処分場浸出水処理施設機械設備工事１，８

５９万３，０００円、これらにつきましては町長の予算編成方針でも述べておりますけれ

ども、平成３１年度から３３年度の３カ年かけて、２７年度から準備を進めてきておりま

す最終処分場の次期施設、これらの関係予算で本年度の今申し上げた予算総額が６，４７

４万９，０００円となっております。次期施設の本年度３０年度で基本設計を行いました

けれども、それらに基づいて予算を計上したところでございますが、次期施設についての

概要でございますけれども、埋め立て容量で３，７１２立米、それから埋め立て面積で１，

８３０平米ということで、平成３４年４月の供用開始を予定し、現在適宜進めているとこ

ろでございます。

この関係につきましては、７ページに戻っていただきたいと思いますけれども、３カ年

の継続費ということで内訳を載せております。申しわけありません。７ページをお開きい

ただきたいと存じます。第４表ということで、継続費ということで３カ年の事業をまとめ

ております。今ほど申しました平成３１年度の年割額で６，４７４万９，０００円、この

財源としては国からの交付金、３分の１以内ということで１，６１１万１，０００円、そ

れから地方債ということで全体の８５％を見込んでおりますけれども、４，１３０万円、

一般財源ということで７３３万８，０００円ということで表にまとめておりますが、地方

債につきましては一応交付税バックということで５０％ということになる予定でございま

すので、３１年度の実質町負担２，７９８万８，０００円という予定をしております。以

下、３２年度、年割で５億３，０６７万２，０００円、内訳はこのようになっております。

平成３３年度、最終年度ですけれども、２億１，６４１万１，０００円ということで、総

額８億１，１８３万２，０００円ということになります。合計額で申し上げますけれども、

このうち国からの交付金が一応見込みで１億９，９６５万２，０００円、地方債で５億２，

０２０万円、一般財源９，１９８万円となっておりますが、先ほどと同じように交付税バ

ックを計算しますと実質町負担の額でございますが、３億５，２０６万円ということで、

この８億円のうち４３．４％の負担というのが実質予定になるというような形になります。

現在基本設計による事業費でございますので、３１年度で実施設計を行い、この金額につ

いては多少増減があろうかと思いますので、ご理解をいただきたいと思います。

町長の予算編成方針のときに申し上げましたけれども、この交付金、当初３２、３３と

事業を組んでおりましたが、国の交付金の予算が３３年度非常に厳しいということで、１

年前倒しで３カ年事業にして、平成３２年度に交付金を多くいただけるように有利になる

ようにということで一応３カ年事業に変更しまして、平成３２年度は工事費で８０％のボ

リュームを持ってきております。最終年度については１５％ということで、３１年度は５

％ということで機械設備の方の発注とか、いろいろな作業をするというような予定でござ

います。３１年度に入りましてこの全体の入札等を行いますけれども、５月の２０日の週
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に入札を行い、議会の議決案件となりますので、５月２７日の週には議会で工事の議決を

いただいて、事業に入っていくという流れを今のところ予定しておりますので、よろしく

お願いしたいと思います。

それでは、もとの方に戻ります。１２３ページをお願いいたします。２目し尿処理費で

ございます。予算額５８４万７，０００円、前年比１８万９，０００円の増となっており

ます。１９節、北空知衛生センター組合負担金３０８万５，０００円でありますけれども、

前年比１１万２，０００円の減ということになっております。この負担金の算出につきま

しては、前年のし尿収集実績によりまして経常経費に掛けて算出されておりまして、本年

度の負担率につきましては３．９％ということになっております。この目の説明は以上と

なります。

以上で４款の説明を終わります。

〇委員長（齋藤雅文君） それでは、説明が終わりました。

１１６ページに戻ってください。１１６ページ、１１７ページについて質疑ありません

か。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） １１８ページ、１１９ページについて質疑を受けます。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） １２０ページ、１２１ページ、質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） １２２ページ、１２３ページについて質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） ４款全般について質疑を受けます。４款全般について質疑あり

ませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） これをもちまして４款の質疑を終わります。

それでは、引き続きまして、８款土木費の説明をお願いいたします。

住民課長。

〇住民課長（竹谷浩昌君） それでは、１４８ページをお開きいただきたいと思います。

８款４項１目住宅管理費、住宅管理費につきましては住民課関係以外の予算も含まれてお

ります。住民課関係分についてご説明いたしますが、住民課関係の予算総額、本年度９２

８万８，０００円、前年比４３８万１，０００円の減となっております。この目につきま

しては特に説明はございません。

次に、２目住宅建設費、予算額１万４，０００円、前年比１，１９１万３，０００円の

減となっております。大きな減となっておりますけれども、公営住宅の解体工事が皆減と

なったことによる減となっております。この目については説明は以上となります。

以上で８款の説明を終わらせていただきます。よろしくお願いいたします。
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〇委員長（齋藤雅文君） 説明が終わりました。

事項別明細書１４８ページから質疑を受けます。１４８ページ、１４９ページについて

質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） ８款全般にわたって質疑ございませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） これをもちまして８款の質疑を終わらせていただきます。

以上で住民課所管の質疑を終わらせていただきます。

◎延会の議決

〇委員長（齋藤雅文君） それでは、本日の委員会をこの程度にとどめ、延会としたいと

思いますが、これにご異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） したがいまして、本日はこれで延会することに決定いたしまし

た。

◎延会の宣告

〇委員長（齋藤雅文君） これで本日の委員会を閉じます。

大変ご苦労さまでした。

延会 午後 ３時０８分


